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平
成
２３
年
３
月
６
日
（
土
）、

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
お
い
て
平

成
２２
年
度
第
2
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
社
団
法
人
で
あ

る
本
会
は
主
務
官
庁
へ
の
新
年

度
事
業
等
の
届
出
を
前
年
度
内

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、事
業
計
画
と
予
算
は
例
年
、

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
総
会

で
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　

総
会
は
定
款
に
定
め

ら
れ
た
正
会
員
３４
名

中
、
本
人
出
席
２２
名
、

委
任
状
０
名
、
書
面
表

決
書
提
出
１２
名
に
よ
っ

て
審
議
が
行
わ
れ
、
議

長
に
久
慈
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
川
又
裕
吉
氏

が
選
出
さ
れ
、
第
1
号

議
案
の
２２
年
度
補
正
予

算
、
第
2
号
議
案
２３
年

度
事
業
計
画
、
第
３
号

議
案
２３
年
度
収
支
予

算
、
第
４
号
議
案
の
一
般
社
団

法
人
移
行
と
見
舞
金
給
付
事
業

の
継
続
を
含
む
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
審

議
が
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

今
後
の
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
費

案
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ

れ
、
方
向
性
が
承
認
さ
れ
、
定

刻
に
至
り
閉
会
し
た
。

平
成
₂₃
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
が
確
定

平
成
22
年
度
第
２
回
通
常
総
会

　

今
年
度
は
、
県
内
₃₄
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
₁₉ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の

計
₅₃
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
応
募
が

あ
っ
た
。
審
査
の
結
果
、
次
の

作
品
が
入
賞
し
た
。
ま
た
小
学

校
６
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
４
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
小
学
校
の
部
）

最
優
秀
賞　

蘭
梅
（
山
目
小
）

優 

秀
賞　

　

さ
く
ら
だ
い
（
桜
台
小
）

　

み
ど
り
（
緑
が
丘
小
）

優 

良
賞　

　

厨
川
小
（
厨
川
小
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
あ
お
や
ま（
青
山
小
）

　

毘
沙
門
（
杜
陵
小
）

奨 

励
賞　

　
て
ぼ
か
い（
普
代
小
）

（
中
学
校
の
部
）

最 

優
秀
賞　

東
風（
一
関
東
中
）

優 

秀
賞　

　

Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｕ（
岩
大
附
属
中
）

　

飯
岡
山
（
飯
岡
中
）

優 

良
賞　

八
幡
丘（
宮
古
一
中
）

奨 

励
賞　

猿
ケ
石
川（
綾
織
中
）

《
優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
》

・ 

表
紙
を
工
夫
し
た
作
品
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

・ 

学
校
が
直
面
し
て
い
る
課
題

を
取
り
上
げ
た
記
事
が
み
ら

れ
ま
し
た
。 

・ 

年
間
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
、
毎
号
に
掲
載

し
て
い
る
作
品
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

・ 

地
域
と
の
連
携
を
大

事
に
扱
っ
て
い
る
作

品
も
あ
り
ま
し
た
。

・ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を

分
析
し
た
内
容
を
掲

載
す
る
な
ど
、
工
夫

　

さ
れ
た
企
画
が
あ
り
ま
し
た
。

《
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
》

・ 

表
紙
の
発
行
欄
に
児
童
生
徒

在
籍
数
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
・

職
員
数
を
記
載
す
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

・ 

1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
写
真

を
1
〜
2
枚
に
絞
り
記
事
を

構
成
す
る
と
、
内
容
が
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

・ 

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
協
力
し
て
広
報
紙
を

作
成
す
る
の
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

︵
審
査
委
員
長

　岩
手
県
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
社
会

教
育
主
事

　久
慈

　孝
︶

Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
１. 事業活動収入
　基本財産運用収入 5００,０００
　特定資産運用収入 １7,０００
　世帯割会費収入（9０ 円） ８,６８5,０００
　児童生徒数割会費収入（８００ 円） ８7,２００,０００
　補助金等収入 １5０,０００
　寄付金収入 ０
　雑収入 ４８,０００
　　事業活動収入計 9６,６００,０００
２. 事業活動支出
　事業費支出 ８８,95８,０００
　管理費支出 9,８３２,０００
　他会計への繰入金支出 ０
　　事業活動支出計 9８,79０,０００
　　事業活動収支差額 △ ２,１9０,０００
Ⅱ投資活動収支の部
１. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 ２００,０００
　　投資活動収入計 ２００,０００
２. 投資活動支出
　基本財産取得支出 ０
　特定資産取得支出 ２,7００,０００
　固定資産取得支出 ２００,０００
　　投資活動支出計 ２,9００,０００
　　投資活動収支差額 △ ２,7００,０００
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 ０
　　財務活動支出計 ０
　　財務活動収支差額 ０
Ⅳ予備費支出 ₁︐₀₁₀︐₀₀₀
　　　当期収支差額 △ 5,9００,０００
　　　前期繰越収支差額 9０,０００,０００
　　　次期繰越収支差額 ８４,１００,０００

（注）収支予算書は公益法人会計における ３ 区分の様式により作成
※詳細は単位ＰＴＡ事務局に送付してある平成 ２３ 年度第 １ 回通常
総会議案書をご参照ください。

平成23年度予算のあらまし

兼
「
第
33
回
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

第
１
次
審
査
会
の
結
果

「
平
成
23
年
度
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」




